
係の等機岡般回

青少年健全育成地域相談員 総 括  市 川 勝 也

11月 中旬の上8窪日、静岡の小学 1年 になる孫の学校公開日に行つてき

た。4人 姉妹の一番下で、姉たち3人 に鍛えられてしヽる反面、末つ子の甘

さが見られる 1年 生。この4月 、背中に収まりされなしヽほどの大きなランドセル、幼い話を間くの

が楽しかった。どのような末来を夢見てしヽるのかは劣からなしヽが、しヽまを楽しみ、前向きに生きよ

うとする孫の,b意気に元気をもらったのも事実だ。これから長く続<学 校生活は、楽ししヽことばか

りではなしヽ。苦ししヽことも多しヽし、しヽわれなきしヽじめ、いたすらに遭うこともあるかもしれなしヽ。

ちょつとしたしヽたすらのつもりでしたことがいじめに発展して、反人や反人の家族を傷つけること

もあるかもしれなしヽ。そのような難題に直面したとき、それらを切り開しヽていける力や優しさ、b

の強さも、これからの学校生活で養ってもらしヽたしヽと思つた。そんなエールを送りながら半年以上

経つた孫の学校を訪ね、にこにこと手を振りながら返してきた孫の瞳を見て、ますは安堵したのが

本,いだ。

当日参観した授業は、「家の人と一緒にクリスマスリースを作ろう」という図工科の授業で、育て

てきたアサガ牙の枯れたツルを丸く束ね、思しヽ思いの飾りで自劣のリースを作るというものである。

しばらく経つと、教室のあちこちで、作品が進まなしヽ子に、心配のあまり□出しをする親や祖父母

が出始め、中には、子どもは手を出さす大人がほとんど作ってしヽる光景も現れだした。小ぎれしヽだ

けれど自角で作つた実感のなしヽ作品ができあがりつつある。飾りも、百円ショップで購入したと思

われるキラキラした小物で飾ってしヽるのが多く、市販されてしヽるリースと同じようなものができて

しヽる。孫は?と 見ると、「自分でやる」と母親の手伝しヽを拒み、フェル ト生地でちょっと歪な☆を一

生懸命に切り取つてしヽる。作品に仕上げることも目的ではあるが、斜め前の子は、家の人と千代紙

で 「折り紙遊び」をつ<り 出している。そんな楽ししヽ子どももしヽる。

隣の子も向かしヽの子も 「見て見て」と目を輝かしてつくり出した作品でありたしヽものだ。子ども

たちが 「しヽしヽこと考えた 1」と進んで言え、行動できる環境をどのようにつくっていったら良しヽの

か考えさせられた。



『自立 』に向けたかかあり～梱識摘導等級～

沼津市青少年教育センター 指 導王事  横 山 尚 博

青少年教育センターには、『本目談指導学級』としヽう名称の適応指導教窒があります。何らかの原因

で心の中で折り含しヽがつかす、学校への登校が困難になつてしヽる子ども達が通級してしヽます。面接

相談を重ね、学校と連携を図り、沼津市教育委員会が許司した子ども達が通つてしヽます。

子ども達は、自劣で計画を立て、自合で決めたことをやり遂|ずる活動を進めており、2名 の経験

豊かな指導員が個に応じた支援にあたっております。午前中の2時 間は、基本的に持参した学習道

具を使い、学習を進めています。学校で使つてしヽる ドリルをやりながら、わからなしヽところを教え

てもらう子もしヽれば、学年をさかのぼり繰り返し復習をしてしヽる子もいます。午後は、主に倉」作活

動や音楽、体育活動等を行つてしヽます。女子の間では、フェル トを使ったマスコットづくりが流行

つています。店舗に並んでも31けを取らなしヽ程の出来栄えになつてきました。中学生男子の一人は、

クラッシクギターを根気強く練習してしヽます。b安 らぐ首色で通級生や

センター職員を癒してくれます。また、年間を通して体験活動を実施し

てしヽます。小集団での取り組みを通して、いろしヽろな人とのかかわりを

深めたり、情操を養ったりしてしヽます。今年度も、活動のひとつに震耕 ゴ

体験を取り入れました。4月 から11月 までの間継続的に、周囲の人に

助けてしヽただきながら、さつましヽもを育てる作業を行しヽました。子ども

達のこまめな車取りや手を狙う鹿や猪対策の効果があり、かなりの収穫

量になりました。

先日、中学生の時に相談指導学級に通級していた高校生が、定期テストが終わった後に来てくれ

ました。教室の真ん中にある大きなテーブルにみんなが集まり、雑談の何気ない話の延長線上で、

貴重な話をしてくれました。『高校入学後は、学習に力を入れ続け、好成績を維持していること。』『高

2に なり、大学進学が具体的な目標となり、層来への展望が開けてきたこと。』『郡活動を継続して

おり、成果を実感し、それをまた励みにして頑張りが効しヽてしヽること。』『こんな自分をあたたかく

見守り続け、育てて<れ た家族に感謝してしヽること。』等短…。決して矯ることのなしヽ、柔らかな姿

勢で伝えてくれました。少し時間をおしヽた帰りの会でも、『中学生の時に不登校になり、相談指導学

級で生活する中で自信を高め、しヽざ学校に登校しようとしたBきには、不安だったこと。登校するに

あたり心配してしヽたことが、どのようにしたら薄れてしヽったか。』等を語つて<れ ました。通級生は、

水を打つたように静まり返り、聞き入つていました。特に、中3の 子ども達の真剣なまなざし、こ

の話を聞いた後にぐっとヨ|きしまった様子が印象的でした。

相談指導学級では、自劣で決めたことを実行し自信を深め、やがては自立ができればと思しヽ支援

にあたってしヽます。通級生同士は互しヽに気をつかしヽ、何か事情があつて通つてしヽることを察して、

詮索はしなしヽし、何となく居心地の良しヽあたたかな雰囲気をつくり生活しています。

平成27年 が費台まったばかりですが、あと少しで節目の香を迎えます。約2ヶ月後の旅立ちの日

を思しヽ浮かべながら、この時期を大切にしたしヽと思しヽます。
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画躍梱識
◎非行 ・不登校 ・発達 ・子膏て ・進路 ・対人関係など

青少年に関する面接相談。

◎相談および申し込み受付け時間 :

午前 9時 ～午後 5Bき 月 ～金曜日 (祝祭日を除 <)

◎相談申し込み :花L951-3440

平成26年 10月 ・11月 ・12月 の状況

10・ 11・ 12月 に は 新 た に 申 込 み が あ つた 16件 (10月 8件 、

11月 3件 、 12月 5件 )を 含め、 56件 (延べ相談回数 379□ )の 相談に応

じま した。

1.相 談内容剛新規相談件数

2:相 談対象者局」

3。 今年度の新規相談受付状況

受付件数     48件  (前 年同期  49件 )

相 談 対 象 者 別

高校生
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ヲトイ子 不登校 発達・子育て 進路・適性 対人関係 その他 合  計

10月 O 6 ① ① 8

11月 O 2 O O O 3

12月 O 2 3 O 0 O 5

幼 児 」ヽ 学生 中学生 高校生 少年 一般成人 合  計

10月 O 5 3 O O O 8

11月 0 2 0 0 O 3

12月 0 2 2 O 0 5

相 談 内 容 別

2件
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対  象 性局」 ヲト  イ子 不登校 発達・子育て 進路・適性 対人関係 その他 計

幼  児
男

女

小学生
3 5 9

2 4 6

中学生
男 2 5 1 8

女 1 6 2 1 8

高校生
2

0

少  年
男 2 2

0女

一般成人
0

計
男 2 1 5 0 4 0

女 O 1 8 6 O 0 0

男女合計 2 3 3 1 7 O 4 0 5 6

4.10011・ 12月 に応 じた相談件数 (新規相談十継続相談)

5。 10・ 11・ 12月 の相談回数 (56件 の相談に要 した延べ回数)

月 性剛 面  接 訪 間 その他 合  計

1 0 ・ 1 1

・
1 2 月

男 181 1 9 2 3 223

女 123 1 4 1 9 156

計 304 3 3 4 2 379

相談指導学級 超的曲 93e dけ く野 1学 級担当 e e e dttc期 999

10月 から12月 にかけては体験活動が充実した期間でした。継続的な取り組みで成果を上げた時の

感動を味わう農耕体験 (サツマイモ ・ピーマン ・トウガラシの収穫)、 自のの体力を知るための新体カ

テスト、困難を乗り越えることを通して自己肯定感を高めるためのオータムキャンプ、歴史学習に興味

を持つための文化財見学及び発掘体験、防災意識及び自己防災力を高めるための防災センター見学 ・体

験、集団活動の達成感を味わうための調理実習など、多岐にわたる体験活動でした。体験活動によって

は個展の役書」があります。遂行することで集団の一員としての自覚だけでな<、 集団への所属感も感じ

たことと思しヽます。当学級の最終目標は学校への復帰、社会的自立にあります。前述のような体験活動

を年間を通して定期的に行つてしヽますが、この様々な体験活動が精神面のケアと学級目標達成への大き

な役割を担つてしヽることは確かです。

また、毎日通級する目的の一つに、学習を少しでも取り戻すこと、学校へ戻つた時に学習習慣が身に

つしヽてしヽるようにすることがあります。午前中は、落ち着しヽて静かに学習に取り組んでしヽます。この前

向きな姿勢も大切にしたしヽと思しヽます。

現在、学校に完全復帰した生徒、部劣復帰できた生徒がしヽますが、新たに通級を始めた生徒もしヽます。

子どもたちの個人的な課題解決に向けての取り組みに、そして心理的回復 ・自信回復を願つて、継続的

な支援をこれからもしてしヽきます。



電話梱識 ◎非行 ・不登校 ・発達 ・進路 ・対人関係など青

少年に関する相談。

◎相談時間 :午 前 10Bき～午後7時  月 ～金 8程日

(視祭日を除く)

◎愛称 :や まびこ電話 951-7330

平 成 26年 10011・ 12月 の状 況

10月 には 241件 、 11月 には 222件 、 12月 には 220件 の相談が寄せ

れま した。

(前年 10月 :143件 、前年 11月 :110件 、前年 12月 :186件 )

1.10。 11・ 12月 の相談状況

相談内容局」件数 相談対象者剛件数

2。 今年度の電話相談受信件数状況 (平成26年 度)

鯉 ―― -6イ イ」的 年同期 19741件 )

不登校    5

発達     6

性     2 0

進路 ・適性   5

対人関係    7 0

学校生活    1 5

合 せ ほ か  3 1 4

軍t幼児      O

小学生      7

中学生      5

高校生      6

少年       1

大学専門生    0

不明      2 8 1

(1)相 談内容別

内 容 ヲトイ子 不登校 発 達 ,性 進路・適性 対人関係 学校生活 問合せほか 無 言

件 数 0 9 1 4 4 2 1 2 230 3 0 723 587

(2)相 談対象者局」

内 容 乳幼児 小学生 中学生 高校生 少 年 大学専門生 一般成人 不 明

件 数 0 1 7 1 4 1 5 2 938 660
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葬術の防上隊地聴 るみで

愛鷹地区少年補導委員  内 野 美 代子

今、子ども達を取り巻く環境は必すしも良好とは言えません。多様化

する社会生活、携帯電話やゲーム機の普及など情報技術の進展により大き<環 境が変化してしヽます。

社会の一員たる子ども達にも大人社会の縮図が反映され、様泉な問題が生じています。

非行、しヽじめ、犯罪被害等が日短深亥」化するなかで、安|い、安全が確

保されるような環境づくりを学校、家庭、地域社会が一体となり取り組ん

でいます。

そのなかで補導部は、青少年の地域内での行動を、健全なものに導<活

動を担つてしヽます。

「地域の子どもは地域で守ろう」を含言葉に10名 のスタッフが地域内

を巡回し、声かけ運動などの活動を展開しています。

1 少 年補導委員の延べ参加人数 (10月 ～12月 )

区居」 市職員 教 員
地  区

補導委員

女  性

補導委員

母  親

補導委員
警察関係 総 数

人数

10月 1 0 1 2 407 9 8 O 446

11月 7 317 4 0 350

12月 5 4 109 4 2 O 124

2 補 導回数 ・補導状況 (l① 月～12月 )

補 導 □ 数 声かけ

注意 ・指導

事 後 指 導

午前 年後 夜間 計 学校・親等へ連絡 他機関へ連絡

10月 3 1 2 39 54 74 ① O

11月 5 7 36 48 48 ① 0

12月 5 1 0 1 6 55 O O

3 平 成26年 度 4月 からの補導活動累計

補 導 回 数
延ベ

参加補導委員数

声かけ

注意 ・指導

事 後
し
日 導

学校 ・親等へ連絡 他機関へ連絡

374 3034 687 0 O
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10月 ・11月 ・12月 の街頭補導少年の学職局」状況 (中央補導 ・地区居」補導)

12月 の県内一斉雲季少年補導へのご協力ありがとうござしヽました。今年度の後半は、繁華街やゲーム
コーナーでの青少年の姿が比較的少なしヽ状態が続いています。これも日常の補導活動の成果であると思しヽま
す。寒しヽ日が続きますが、年度末へ向けてヨ|き続きよろし<お 願しヽしヽたします。

性

別

小
学
生

中
学
生

高
校
生

そ

の
他
学
生

有

職
少
年

無
職
少
年

計

四
一月
一か
ら
一の
一

≡
≡
累
一計
■
■

行

為

種

局」

飲 )酉
男 ①

女 O

喫 煙
男 1 ３̈

女 O ■4!

夜 間 は い か しヽ
男 l① 1 0 ■9

女 0 29

不 良  交   反
男 O

女 O

怠 学 ・ 怠 業
男 O

女 0

ゲームセンター入場
男 4 3 42 49 187

女 4 4 731

パ チ ン コ 店 入 場
男 O

女 0

カ ラ  牙  ケ  店 入場
男 O ，０

女 O 一〇

自 転 車 の 暴 走 行 為
男 2 2 6

女 2 2 41

自 転 車 の 二 人 乗 り
男 4 4 !110

女 4 4 17

自 転 車 の 無 灯 火
男 6 6 24

女 2 2 一６

危 険 な 遊 び
男 O 0

女 0 0

そ の 他
男 4 4 38 4 50 |liHi9211

女 13 2 28 43 1231

計
男 8 7 93 1 0 4 O 122 441

女 1 3 2 40 O O O 55 1246

男 女 □ 計 21 9 133 1 0 4 0 177

事

後

子旨

導

家庭 ・学校 ・職場へ連絡
男 0

女 O

他 機 関 へ 連 絡
男 0

女 0

計□ 0 0 O O ① 0 O ，０
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入岡味を突つてい則 んかつ
=を &勢 遁レ'疹ユ 変 迫 =ク ーションを求め r―

―

現代社会は、「便利さ」と 「効率性」を追い求め、肌を触れ含う付き合しヽや顔を見て会話する機会

を減少させ、同時に 「コミュニケーション能力」を減退させました。インターネットや携帯 (スマ

ートフォン)に よるメールの普及は、相手を思しヽやる 「こころ」を薄れさせました。ラインに至っ

ては、まつたく相手の都合はお構いなしです。電話ですら、相手の表情や状況が劣からす、自劣本

位の解釈になりがちであったのに、さらに、拍車がかかつてしましヽました。

電話は相手のことを者え、時間や場所、立場を考慮しなければなりませんでした。ところが、メ

ールやラインは、それらの事情もそれほど問題としません。「忙しかつたら、悪いから」とか 「寝て

しヽたら、起こすことになつてしまうから」等の理由はつけられますが、そんなことより、自劣が 「送

れる時に、連絡しておこう」としヽう自合の都合を優先させています。問題なのは、そのことにすら、

気づかなくなつていることです。確かに、「気づしヽた時に、読める時に読んで<れ ればしヽい」は、相

手を気遣ってしヽるようです。でも裏を返せば、「どのように半」断するかは、あなた次第です」としヽう

自劣本位の者えに過ぎません。

確かに、会って直接会話を交わすことは、場所 (所在地)

簡単には会えません。都合をつけあしヽ、多少の無理をして、

ん。でも、だからこそ、通じ含えるのだろうと思しヽます。

顔を含わせることは、それだけで、コミュニケーションです。「感情の

なしヽ文字」より、せめて 「抑揚の感じられる電話」。それより、何より、

顔を見て 「こころ」を感じることが 1番 だと思います。

を考えると、時間も費用もかかります。

会う機会を作り出さなくてはなりませ

Ｔ
／

毛

今

　

つ

起至シ死影中嚇 匿洵電診反聖(2月・3月の主な活動予定)

BBる い 子 ど も が 育 つ 孝 う

青少年を、優しく温かい,いで包み込むという思しヽから、石侵」は笑顔、

左倶」は手のひら、全体はハート (b)を 表しています。

日  程 活動 (行事)予 定 日  程 活動 (行事)予 定

2月 13日 (金)

27日 (金)

第4回 地域相談員研1う会

第5回 補導委員会代表者会

2月 12日 (本)

3月 12日 (本)

【体験活動はばたき】

創作活動

鎌倉自主見学

※天候等諸事情により、変

更することがあります。

青少年健全育成都市宣言 (昭和55年 )

務ι'さつで ひろガ巧 ダ策 遊域の密
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